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特集 第５９回八王子市消費生活フェスティバル開催

２月７日（土）クリエイトホールにて、消費生活フェスティバルを開催しました。
出展団体が２５団体と過去最高を記録しました。雪の降るあいにくの天候の中、私た
ちのイベントに来てくださった方々、ありがとうございました。来場者総数は３３８
名でした。八王子市植原副市長も来場し、会場を回っていただきました。

第５９回のテーマ みつけよう！今わたしたちにできること

市民団体・大学・企業・行政が集い、くらし・環境・食などを通じて、消費
生活について市民と対話することができました。スタンプラリー及びアンケー
トをデジタル化し、スマホで二次元コードを読み取っていただきました。スマ
ホを持っていない子供たちは、従来通り紙ベースで参加してもらいました。



ー２－

ミニセミナーは１テーマ３０分の持ち時間で行われました。
出展団体が講師を務める講座で、企画内容が深まりました。
今回もタイムリーで興味深い講座が盛り沢山でした。
２５団体ともなると､５階のホール・ホワイエ・通路・展示室・９階の試食室を

全て使用しての催しになりました。にぎわった会場の様子をスナップで紹介します。

⑥

「お金のクイズ」に 八王子産のお野菜の販売 定番の紙芝居
行列ができていました 採れたてで大人気 多くの方が楽しんでいました

コサージュ作りに挑戦 みどリ～とクルリ 展示室にも出展ブースを作り
素敵な手土産ができたね と子どもたち 来場者との会話も弾みました

９階の試食の品揃え ９階の試食室 ９階の料理講習室
本部で実物の見本を展示 3団体のテーブルをはしご 作りたてのチョコマフィン



ー3－

■アンケートの集計報告

アンケート集計を手作業からデジタル
やAI-OCRによる集計に変更しました。
たくさんのブースを回ってくださって

いる方が多くみられました。

来場者の傾向は８割の方が八王子
市内ですが、市外からも毎年一定数
来場されています。

年代別では30代～70代までの幅広い
年代層の方が多く来場されています。
10代未満のお子様が両親や祖父母に

連れられて来場しているという点が特長
的です。

来場された方の多くが展示や体験、試食などで満足と回答しており、アンケートと交換
でもらえる粗品（景品）にも満足してくれたという結果がアンケートからも判ります。
約半数の方が初めての来場者ですが、リピーターの方も４割以上と多く、展示・内容に

ついて来場者からも支持されたということがわかりました。

来場回数

n=259



＜編集後記＞

・デジタル過渡期の紙の広報として、くらしのレポートを編集しています。昔の文字を中心に

した広報誌に、イラストや写真を多く投入して各世代の方に見やすく理解しやすい広報と考

えています。ホームページとも情報を共有するというスタンスが必要なようです。（Ａ）

・写真をたくさん使って、会場の様子を伝えました。どの出展団体も市民の皆さんとの対話を

楽しんでいたように感じました。次回は第６０回という節目を迎えますが、気負わず進めて

いきたいと思います。（ｋ）

●6/14（日）2026八王子環境フェスティバル 10時～16時 東京たま未来メッセ 出展予定

八王子市消費生活
啓発推進委員会HP

ー４－

イベント予告

■第５９回八王子市消費生活フェスティバルを終えて

私たち八王子市消費生活啓発推進委員会の
ブースでは、１年かけて「食品ロス対策 私た
ちにできること」を市民と対話してきました。
そうした取り組みにより市民の皆さんが関心

を寄せていること、工夫して実践していること
などの手応えを踏まえた展示でした。
くらしのレポート158号（食品ロス削減の講座

報告記事）を多くの方が持ち帰っていました。

第59回の消費生活フェスティバルは雪まじりの天候の中での開
催となりましたが、各団体とも入念に準備を重ねての展示で来場
の皆様をお迎えいたしました。今回はエシカル消費の進展に伴っ
て、一段と踏み込んだ展示と体験が数多く見られました。
フェスティバル全体の運営面としては、二次元コードを用いて

デジタルスタンプラリー及び来場者アンケートを実施し、入場者
の約６割の方がスマホを使って参加してくれました。
スマホが各世代で一般的になる中でその機能を活かしながら、

紙の節減及びより詳細な分析を目指しての今回の試みでしたがま
ずまずの滑り出しとなりました。
また、出展団体も25団体と増加し、新鮮な野菜の販売や９階の

試食会場の充実など、全体のバラエティーが広がったことも特筆
されます。合わせて、うれしいことに従来以上に、3つの会場そ
れぞれに来場者の皆さんが移動されている様子が伺えました。
次年度に向けては第60回という記念開催となりますので、今回

の結果を踏まえて、有意義な企画になるよう進めていきたいと考
えています。是非ご期待ください。

スマホによるデジタル
スタンプラリーの画面例
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